
項 ⽬ 内 容

名称 キクイモ [英]Jerusalem artichoke [学名]Helianthus tuberosus L.

概要
キクイモは、北アメリカ原産のキク科の多年草。⾼さ1〜3 mに⽣⻑する。地下茎が

肥⼤してこぶの多い⼤きな塊茎をつくる。国内ではほぼ全国でみられ、繁殖⼒が強

く、在来種や畑作物との競合から要注意外来⽣物に指定されている。漬物にして⾷

されるほか、果糖原料、アルコール製造原料、サプリメントとして⽤いられる。塊茎

にイヌリン (別項を参照) を含み、貯蔵中にイヌラーゼにより果糖に分解する。

法規・制度 ■⾷薬区分

・塊茎:「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材

料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・塊茎にイヌリンを含む (1985178004) (101) 。

・葉にはセスキテルペノイドを含む (102) 。

分析法 ・塊茎中のイヌリン含量を⾼速ゲルクロマトグラフィーにより分析した報告がある

(1985178004) 。

有効性

ヒ 循環器・

ト 呼吸器

で

の

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 RCT

・健康な成⼈45名 (平均23.5±2.3歳、ドイツ) を対象とした⼆重盲検クロスオーバ



評

価

ー無作為化プラセボ対照試験において、キクイモまたはチコリーイヌリン含有スナ

ック (フルクタン7.7 g/本) 1本/⽇を1週間、2本/⽇を2週間摂取させたところ、い

ずれの群においても糞便中腸内細菌叢の変化 (bifidobacteriumの増加、

Bacteroides/Prevotella、Clostridium histolyticum/ Clostridium lituseburense  

群の減少) 、便の軟化が認められたが、総菌数、糞便中短鎖脂肪酸濃度、排便頻度

に影響は認められず、⿎腸を訴える者が多かった (PMID:17445348) 。

糖尿病・

内分泌

RCT

・健康な成⼈38名 (試験群21名、平均48.3±9.6歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検

無作為化プラセボ対照試験において、キクイモ粉末1.75 g (イヌリン600 mg含有) 

を⼣⾷前に6週間摂取させたところ、糖代謝マーカー (糖負荷試験後60分⾎糖、90  

分までの⾎糖AUC) 上昇の抑制が認められた (2020325656) 。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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